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1. はじめに
このテンプレートは、日本熱電学会誌の刷り上がり原稿を模したものとなっており，これを用いることで，刷り上がりをイメージしながら原稿を書いていただくことができます．なお，本テンプレートの使用は必須ではありません． 
ページ数の予測に使用するには，本文の文字サイズを9 pt以下にご設定ください．また，レイアウトを完全には再現することはできないため、1行～数行のずれが出る可能性を予めご容赦ください．
最終的なレイアウトは，印刷会社において.docファイルをAdobe InDesignに取り込んだ上でデザイナーが調整いたします．.docxファイルも対応可能ですが，InDesignとの相性は.docファイルの方が優れているようです．
本テンプレート以外に，InDesignに取り込み可能な文書のファイル形式として，InDesign (.indd), PDF(.pdf), Microsoft Excel (.xls, .xlsx)，リッチテキスト (.rtf)，プレーンテキスト(.txt)（書式指定のない文章に限る）などが挙げられますが，可能な限り.docファイルまたは.docxファイルで作成してください．
2. スタイル
2.1. Wordのスタイル機能
このテンプレートには，表題，見出し1，標準，図表番号など，文書の各構成要素のフォントやフォントサイズが「スタイル」として予め登録されています．たとえば，本文中に見出しを入れたい場合は，[ホーム]＞[スタイル]より「見出し1」を選択してください．段落番号はなくても結構です． 
2.2. 本テンプレートで使用した書式
他のソフトウェアで，レイアウトの再現性の高い文書を目指す際は，表1, 表2の情報をご参照ください．また，本テンプレートでは，フォントは，日本語が明朝体の等幅フォント(MS明朝など)，英語がTimes系のプロポーショナルフォント(Times New Romanなど)となっております．
ただし，体裁・文字サイズ・フォントや図の配置はデザイナーが設定いたしますので，著者の皆様に設定していただく必要は全くございません． 
表1. 日本熱電学会誌の体裁（参考）
	
	1ページ目
	2ページ目以降

	サイズ
	A4判，左綴じ

	余白
	上20 mm, 下30 mm, 左右20 mm

	行数
	37行/ページ
	44行/ページ

	文字数（全角）
	25文字/行

	
	1850字/ページ
	2200字/ページ


表2. 本テンプレートにおける文字サイズ（参考）
	表題
	著者名
	見出し1
	図表番号
	その他

	16 pt
	11 pt
	9 pt, 太字
一行空き
	9 pt, 太字
	9 pt


3. 著者による書式指定
数字は半角でご記入ください．年号は西暦でご記入ください．図は「図1」, 表は「表1」と書き，参考文献は1)という形式で示してください．
スカラーの物理量は斜体，ベクトルとテンソルは太字の立体でご記入ください．単位はできるだけSI単位系を使用し，スラッシュではなく負の冪を用いて表記してください．(例: μVK-1)．
本誌では，句読点として全角カンマと全角ピリオドを使用しています． 
4. 環境依存文字について
本原稿は最終的に印刷会社のWindowsで編集されます．このためMacintoshを使用される方は，Windowsで文字化けを起こす丸囲み数字やローマ数字などの「環境依存文字」をご使用にならないようお願いします． 
5. 画像データの注意点
本文中に画像を貼付する際は，印刷時に十分な解像度が得られるようご配慮ください．300 dpiを目標とする場合，ページ横幅一杯なら横2100ピクセル，2段組でも横1000ピクセル程度が推奨されます．カラー画像をいただいても，印刷はモノクロとなりますのでご注意ください．細かいディザ（網目模様）を含むモノクロ画像は，解像度によってモアレ縞が出る場合がございますので，グレースケール画像の使用を推奨いたします．
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図1 多摩美術大学の秋山孝教授の作品
画像ファイルを別途添付していただくこともできます．対応可能なファイル形式は，Adobe InDesignで読み込み可能な画像ファイルで，Adobe Illustrator (.ai), Adobe Photoshop (.psd), Adobe InDesign (.indd), Adobe Pagemaker (.pgm), PDF (.pdf), EPS (.eps, .epsf, .epsp), Windows metafile (.wmf, .emf), BMP (.bmp), PNG (.png), GIF (.gif), JPEG (.jpg), PICT (pct), TIFF (.tiff)などが挙げられます．
6. 参考文献
参考文献は，雑誌の場合は，「著者名: 雑誌名 巻, 始まりページ (西暦年).」，書籍の場合は, 「著者名: 本の題名, 出版社, 出版都市名, ページ, (西暦年).」です．書籍のページは省略可能です．著者名のローマ字表記は，「姓，名，ミドルネーム」の順で，フルスペルでも，イニシアル表記でも構いません．雑誌名は通常用いられている省略形を用います．以下に例を示します．
1) Seebeck T. J.: Abhandlungen der Deutschen Akademie der Wissenschaften zu Berlin, 265 (1822). 

2) Ioffe A. F.: Semiconductor Thermoelements and Thermoelectric Cooling, Infosearch, London (1957).
3) 熱電太郎: 日本熱電学会誌 11, 3, 20 (2015).
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